
組織財政に関わる
当面の方針 を職場討議に

第５８回中央執行委員会
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組
織
財
政
検
討

委
員
会
の
設
置

２
０
０
６
年
１２
月
２０
日
の
第

１１
回
中
央
委
員
会
で
「
『
統
一

交
渉
に
係
わ
る
時
間
内
組
合
活

動
の
見
直
し
』
団
体
交
渉
で
の

最
終
提
案
に
対
す
る
判
断
に
つ

い
て
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の

な
か
で
、「
今
後
対
応
す
べ
き

課
題
」
と
し
て
「
組
織
運
営
上
、

極
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

・
・
・
年
間
３０
日
と
の
制
限
は

あ
る
も
の
の
膨
大
な
金
額
に

の
ぼ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

今
後
、
早
急
に
組
織
財
政
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
組

織
運
営
や
財
政
運
営
に
関
わ
る

諸
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
と
す
る
。

４
月
２０
日
の
定
期
大
会
以
降

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
総
支

部
の
立
ち
上
げ
や
諮
問
機
関
の

あ
り
方
、
都
市
清
掃
労
働
組
合

協
議
会
の
あ
り
方
な
ど
や
退
職

者
会
に
つ
い
て
も
総
合
的
に
検

討
を
加
え
、
早
急
に
結
論
を
出

す
こ
と
と
す
る
」
と
の
確
認
を

受
け
て
、
組
織
財
政
検
討
委
員

会
を
設
置
し
協
議
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

組
織
財
政
検
討

委
員
会
の
報
告

４
月
２６
日
の
第
５７
回
中
央
執

行
委
員
会
で
組
織
財
政
検
討
委

員
会
の
報
告
を
受
け
、
翌
２７
日

第
１５
回
中
央
委
員
会
に
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
総
支
部
等
か
ら

は
「
本
部
の
行
動
基
準
に
よ
る

再
計
算
で
は
総
支
部
の
財
政
は

危
機
的
だ
。
交
付
金
の
増
額
を
」

「
時
間
内
組
合
活
動
の
見
直
し

は
組
織
つ
ぶ
し
の
狙
い
が
あ

る
。
本
部
機
関
会
議
に
つ
い
て

は
激
変
緩
和
措
置
を
行
い
、
開

催
時
間
等
、
今
後
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
」
等
の
意
見
・
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
財
政
に
関

わ
る
当
面
の
方

針（
案
）

こ
の
検
討
委
員
会
の
報
告

は
、
勤
務
時
間
内
に
お
け
る
組

合
活
動
を
交
渉
以
外
認
め
な
い

と
す
る
当
局
の
不
当
な
対
応
が

６
月
１
日
か
ら
始
ま
る
こ
と
を

踏
ま
え
、「
組
織
財
政
に
関
わ

る
当
面
の
方
針
（
案
）
」
に
ま

と
め
、
５
月
１０
日
の
第
５８
回
中

央
執
行
委
員
会
で
確
認
を
し
ま

し
た
。

こ
の
方
針
（
案
）
は
、
５
月

の
第
１６
回
中
央
委
員
会
で
議
論

す
る
予
定
で
す
。
既
に
各
支
部

に
メ
ー
ル
で
討
議
資
料
と
し
て

送
付
済
み
で
す
が
、
重
要
な
問

題
と
し
て
十
分
な
議
論
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

区
長
会
の
時
間
内
組
合
活
動
は
交
渉
以
外
認
め
な
い
と
の
対
応

に
対
し
て
、
わ
が
組
合
は
、
組
織
財
政
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

組
織
的
、
財
政
的
見
直
し
を
行
う
た
め
、
具
体
的
な
課
題
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
検
討
委
員
会
の
報
告
を
踏
ま

え
方
針
（
案
）
に
ま
と
め
、
中
央
執
行
委
員
会
で
確
認
を
し
ま
し

た
。
現
在
、
下
部
討
議
に
付
さ
れ
、
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

わ
が
組
合
は
、
人
権
啓
発
活

動
と
し
て
清
掃
職
業
差
別
を
含

め
す
べ
て
の
差
別
撤
廃
に
向
け

運
動
と
組
合
員
の
意
識
向
上
を

は
か
る
た
め
２
０
０
３
年
に
続

き
２
回
目
の
「
清
掃
職
業
差
別

意
識
・
実
態
調
査
」
を
行
い
ま

す
。
わ
が
組
合
の
闘
い
の
歴
史

は
、
組
合
員
の
賃
金
な
ど
労
働

条
件
獲
得
の
闘
い
と
あ
わ
せ
、

清
掃
職
業
蔑
視
・
差
別
と
の
闘

い
、
社
会
的
地
位
向
上
を
め
ざ

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
９
９
５
年
に
千

歳
事
業
所
で
部
落
差
別
に
も
と

づ
く
「
差
別
メ
モ
事
件
」
が
起

き
、
２
０
０
２
年
に
は
中
野
清

掃
事
務
所
で
「
差
別
落
書
き
事

件
」
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
０
３
年
６
月
の

大
田
区
職
労
土
建
公
環
支
部
ニ

ュ
―
ス
に
「
清
掃
へ
の
移
動
は
、

基
本
的
人
権
の
否
定
で
あ
る
。

ま
た
、
悪
質
な
い
じ
め
で
あ
る
」

と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
現
業

合
理
化
の
中
で
の
清
掃
差
別
事

件
が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
件
は
清
掃
事
業
、
清
掃
労
働

者
に
対
す
る
社
会
的
な
蔑
視
・

差
別
が
現
実
に
あ
る
た
め
に
起

き
た
と
い
え
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
差
別
に
対
す

る
意
識
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
差
別
撤
廃
に
向
け
組
織
の

更
な
る
強
化
を
目
的
と
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

説

明

会

５
月
２２
日

調
査
期
間

５
月
２３
日
〜

６
月
４
日

清清
掃掃
職職
業業
差差
別別
・・
意意
識識
実実
態態
調調
査査
のの

取取
りり
組組
みみ
にに
つつ
いい
てて

主な内容

１
面

「
組
織
財
政
に
関
わ
る
方
針

（
案
）」
に
つ
い
て

２
面

地
連
・
支
部
の
動
き

統
一
自
治
体
選
挙
結
果

今
国
会
で
、
自
民
党
・
公
明

党
の
与
党
単
独
よ
る
、「
憲
法
改

正
」
の
た
め
の
手
続
き
法
案
で

あ
る
『
国
民
投
票
法
』
が
成
立
し

た
▲
多
く
の
市
民
の
声
を
無
視

し
て
、
数
の
力
で
採
決
し
た
こ

と
に
強
く
憤
り
を
感
じ
て
止
ま

な
い
。
日
本
の
歴
史
か
ら
学
ん

だ
こ
と
は
、
多
く
の
尊
い
命
の

犠
牲
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、「
二

度
と
戦
争
は
や
ら
な
い
、
や
ら

せ
な
い
」
と
い
っ
た
平
和
憲
法

の
理
念
が
確
立
さ
れ
今
日
に
至

っ
て
い
る
と
思
う
。
▲
１９
年
度

作
業
計
画
が
４
月
よ
り
一
斉
に

入
っ
た
。
今
年
度
の
特
徴
は
、

２３
区
す
べ
て
の
区
に
お
い
て
サ

ー
マ
ル
モ
デ
ル
実
施
が
展
開
さ

れ
る
。
資
源
循
環
型
清
掃
事
業

の
確
立
を
提
起
し
て
何
年
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
区
民
と
と
も

に
環
境
・
衛
生
・
資
源
・
リ
サ

イ
ク
ル
と
い
っ
た
問
題
を
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

方
で
毎
日
の
作
業
を
行
う
上
で
、

安
全
作
業
・
ゆ
と
り
作
業
・
丁

寧
作
業
を
お
き
わ
す
れ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
清
掃
車
の
投
入

口
に
行
う
動
作
に
投
げ
込
み
作

業
、
早
足
作
業
を
行
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。「
労
働
力
」
の
安

売
り
は
し
な
い
取
組
み
を
組
合

員
一
人
ひ
と
り
が
各
職
場
に
お

い
て
点
検
し
、
全
職
場
に
お
い

て
「
新
規
採
用
」
を
勝
ち
取
る
運

動
を
是
非
大
衆
闘
争
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

足
立
区
担
当
中
執

篠
田
和
則

（
案
）
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